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【前編】

英
国
王
室
の
「
長
寿
」
の
ヒ
ミ
ツ

　

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
公
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
、「
征

服
王
」
こ
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
１
世
と
し
て
即
位

し
て
以
来
、
千
年
近
く
続
く
現
英
国
王
室
は

欧
州
内
で
屈
指
の
「
長
寿
ぶ
り
」
を
誇
る
。

同
王
室
の
歴
史
の
う
ち
、
約
８
０
０
年
は
国

王
と
議
会
（
当
初
は
諸
侯
た
ち
の
集
ま
り
）

の
『
綱
引
き
』
の
歴
史
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ

う
。
諸
侯
と
は
こ
の
場
合
、
国
王
か
ら
土
地
、

す
な
わ
ち
財
産
を
与
え
ら
れ
た
地
主
貴
族
を

指
す
。
贅
沢
を
し
よ
う
、
あ
る
い
は
他
国
と

戦
争
を
し
よ
う
と
も
く
ろ
む
国
王
に
対
抗
し
、

そ
れ
を
抑
え
る
こ
と
に
全
力
を
尽
く
す
の
が

諸
侯
た
ち
、
と
い
う
の
が
一
般
的
な
図
式

だ
っ
た
。

　

諸
侯
が
一
致
団
結
し
た
こ
と
が
議
会
政
治

の
始
ま
り
と
考
え
ら
れ
、
英
国
で
は
１
２
１

５
年
、
諸
侯
た
ち
が
国
王
を
相
手
に
、「
マ

グ
ナ
カ
ル
タ
（
大
憲
章
）」
に
署
名
さ
せ
た

こ
と
が
大
き
な
は
ず
み
と
な
っ
た
。
や
が
て

議
会
発
足
へ
と
発
展
し
、
１
２
５
８
年
に

は
、
英
国
史
上
で
初
め
て
「
パ
ー
ラ
メ
ン
ト

（Parliam
ent

＝
議
会
）」
と
い
う
言
葉
が
用

い
ら
れ
た
と
い
う
。

　

土
地
を
与
え
る
立
場
に
あ
る
国
王
（
統
治

者
）
を
相
手
に
、
土
地
を
与
え
ら
れ
た
諸
侯

（
被
治
者
）
が
、
自
分
た
ち
の
身
と
財
産
を

守
る
た
め
、
国
王
に
「
法
に
従
う
よ
う
」
要

求
し
、「
失
地
王
」
ジ
ョ
ン
（
※
）
に
そ
れ
を

認
め
さ
せ
た
「
マ
グ
ナ
カ
ル
タ
」
の
成
立
は
、

王
室
サ
イ
ド
か
ら
見
る
と
き
わ
め
て
屈
辱
的

な
こ
と
だ
っ
た
が
、
長
い
目
で
眺
め
て
み
る

と
幸
い
な
こ
と
だ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
こ
の
お
か
げ
で
英
国
王
室
は
今

日
ま
で
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
か
ら
だ
。

　

暴
走
を
抑
制
さ
れ
た
歴
代
英
国
王
は
、
フ

ラ
ン
ス
革
命
を
招
い
た
ブ
ル
ボ
ン
王
朝
の
よ

う
に
湯
水
の
ご
と
く
国
庫
を
浪
費
す
る
こ
と

を
許
さ
れ
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に
、
根
絶
や
し

に
さ
れ
る
ほ
ど
憎
ま
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た

と
い
う
わ
け
だ
。

※
ジ
ョ
ン
王
…
無
能
と
称
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
同

王
（
在
位
１
１
９
９
―
１
２
１
６
年
）
は
、
北

西
部
フ
ラ
ン
ス
に
あ
っ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
室
領

を
全
て
失
っ
た
こ
と
か
ら
、「
失
地
王
」
ジ
ョ
ン

（John the Lackland

）
と
呼
ば
れ
る
。
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ロンドンにある目抜き通りのなかでも、
独特の華麗な曲線美でひときわ目立つリージェント・ストリート。
リージェンツ・パークを北に頂き、
南は、バッキンガム宮殿へと西に向かって走るザ・マルに
ぶつかると同時に、トラファルガー広場を経由して
チャリング・クロスへと至る道につながる
壮大な構想の中心として造られた通りだ。
このプロジェクトを実現させたのは、
浪費癖で知られたジョージ４世と、
その寵愛を受けた建築家ジョン・ナッシュというふたりの人物。
今回は、このジョン・ナッシュに焦点をあててみることにしたい。ジョン・ナッシュ

19世紀の大建築家

空から望むリージェンツ・パークとリージェント・ストリート ©The Crown Estate
この傑作を生みだしたジョン・ナッシュの像はリージェント・ストリートの北端、オー
ル・ソウルズ教会に設えられている。
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大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
好
き
の

反
逆
児

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
英

国
王
と
議
会
は
対
立
の
関
係

に
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

ヘ
ン
リ
ー
８
世
（
在
位
１

５
０
９
〜
47
年
）
の
よ
う
に

絶
対
王
権
を
ほ
ぼ
確
立
し
、

専
制
政
治
を
行
っ
た
国
王
も

い
た
も
の
の
、
フ
ラ
ン
ス
の

ル
イ
14
世
な
ど
と
く
ら
べ
る

と
、
派
手
さ
で
は
見
劣
り
す

る
。
ヘ
ン
リ
ー
８
世
の
時
代
に
は
、
英
国
の

財
政
が
そ
こ
ま
で
豊
か
で
は
な
く
、
建
築
技

術
も
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
だ
っ
た
た
め
と
も

い
え
る
が
、
英
国
で
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿

を
し
の
ぐ
王
宮
は
つ
い
に
造
ら
れ
な
か
っ
た
。

豪
華
絢
爛
た
る
王
宮
で
贅
沢
三
昧
の
生
活
を

送
る
こ
と
を
夢
見
た
英
国
王
は
、
お
そ
ら
く

何
人
も
い
た
こ
と
だ
ろ
う
が
、
議
会
に
よ
る

反
対
の
壁
は
常
に
厚
か
っ
た
。

　

た
だ
、
い
つ
の
世
に
も
「
反
逆
児
」
は
い

る
。
英
国
で
も
、
議
会
に
よ
る
ブ
レ
ー
キ
に

対
抗
し
つ
つ
、
壮
大
な
都
市
計
画
と
大
型
建

築
物
の
建
造
を
次
々
に
進
め
た
国
王
が
い
た
。

　

ジ
ョ
ー
ジ
４
世
で
あ
る
。

　

チ
ャ
ー
ル
ズ
１
世
の

処
刑
に
よ
り
、
い
っ
た

ん
共
和
制
に
な
っ
た
も

の
の
、
約
10
年
後
の

１
６
６
０
年
に
は
王
政

復
古
が
成
っ
た
英
国

で
、
後
期
ス
チ
ュ
ワ
ー

ト
朝
の
最
後
の
統
治
者

と
な
っ
た
ア
ン
女
王

は
、
11
歳
で
亡
く
な
っ

た
ひ
と
り
息
子
以
外
、

子
宝
に
恵
ま
れ
な
か
っ

た
。
同
女
王
の
逝
去
を

う
け
、
ド
イ
ツ
生
ま
れ

の
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
選
帝

侯
が
ジ
ョ
ー
ジ
1
世

と
し
て
即
位
。
ハ
ノ
ー

ヴ
ァ
ー
朝
時
代
が
幕
を

あ
け
る
。
１
７
１
４
年

の
こ
と
だ
。

　

ジ
ョ
ー
ジ
1
世
は
、

ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
朝
の

初
代
国
王
ジ
ェ
ー
ム
ズ

１
世
の
ひ
孫
に
あ
た

る
。
そ
の
ま
た
ひ
孫
が
ジ
ョ
ー
ジ
３
世
で
、

ジ
ョ
ー
ジ
４
世
は
そ
の
長
男
。
ド
イ
ツ
系
ら

し
く
生
真
面
目
な
性
格
だ
っ
た
父
、
ジ
ョ
ー

ジ
３
世
と
は
対
照
的
に
、
４
世
は
手
に
負
え

な
い
ほ
ど
の
放
蕩
息
子
だ
っ
た
。

　

在
位
60
年
と
い
う
立
派
な
記
録
を
持
つ

ジ
ョ
ー
ジ
３
世
だ
が
、
英
国
が
ア
メ
リ
カ
と

の
独
立
戦
争
に
敗
北
し
合
衆
国
の
誕
生
を
許

し
た
後
、
１
７
８
８
年
ご
ろ
か
ら
精
神
障
害

を
わ
ず
ら
う
よ
う
に
な
り
、
最
後
の
10
年
余

り
は
、
国
務
を
執
り
行
う
こ
と
が
全
く
で
き

な
か
っ
た
。

　

父
王
や
側
近
か
ら
こ
と
あ
る
ご
と
に
ガ

ミ
ガ
ミ
と
小
言
を
い
わ
れ
、
父
王
が
正
気

を
失
っ
た
あ
と
も
、
摂
政
皇
太
子

(Prince Regent)

と
し
て
国
王
の
仕
事

を
代
行
し
つ
つ
も
約
10
年
間
、
国
王
に

な
れ
ず
、
鬱
屈
し
た
日
々
を
長
く
送
っ

た
こ
の
人
物
が
、
晴
れ
て
国
王
に
な
れ

た
の
は
58
歳
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と

だ
っ
た
。

　

１
７
６
２
年
８
月
12
日
に
生
ま
れ
、

１
８
３
０
年
６
月
26
日
に
67
歳
で
亡

く
な
っ
た
ジ
ョ
ー
ジ
4
世
の
正
式
な
在

位
期
間
は
わ
ず
か
10
年
。
摂
政
皇
太
子

時
代
を
入
れ
て
も
20
年

ほ
ど
だ
が
、
こ
の
間
に

リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
ス
ト

リ
ー
ト
と
リ
ー
ジ
ェ
ン

ツ
・
パ
ー
ク
、
カ
ー
ル

ト
ン
・
ハ
ウ
ス
・
テ
ラ

ス
、
シ
ア
タ
ー
・
ロ
イ

ヤ
ル
・
ヘ
イ
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
オ
ー
ル
・
ソ
ウ
ル

ズ
教
会
、
カ
ン
バ
ー
ラ

ン
ド
・
テ
ラ
ス
に
ロ
イ

ヤ
ル
・
ミ
ュ
ー
ズ
が
完

成
。
ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー

広
場
の
も
と
が
築
か

れ
、
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
・

ハ
ウ
ス
（
現
バ
ッ
キ
ン

ガ
ム
宮
殿
）
の
国
家
を

挙
げ
て
の
大
増
改
築
も

始
ま
っ
た
。

　

ジ
ョ
ー
ジ
４
世
は
そ

れ
ま
で
た
め
こ
ん
で
き

た
、
不
満
や
焦
り
を
は

じ
め
と
す
る
負
の
パ

ワ
ー
を
爆
発
さ
せ
る
か

の
よ
う
に
、
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
の
め
り
こ
む
。
そ
し
て
、
そ
れ

ら
に
こ
と
ご
と
く
関
わ
っ
た
の
が
、
今
特
集

の
主
役
、
ジ
ョ
ン
・
ナ
ッ
シ
ュ
だ
っ
た
。

「
ニ
ュ
ー
・
ス
ト
リ
ー
ト
」
建
設
計
画

　

ジ
ョ
ン
・
ナ
ッ
シ
ュ
は
１
７
５
２
年
、
ロ

ン
ド
ン
の
下
町
、
ラ
ン
ベ
ス
の
水
車
大
工
の

息
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
ナ
ッ
シ
ュ
は
父
親

と
同
じ
職
に
就
く
こ
と
を
嫌
い
、
建
築
家
、

ロ
バ
ー
ト
・
テ
イ
ラ
ー
卿
の
も
と
に
弟
子
入

り
す
る
。
し
か
し
、
徒
弟
生
活
の
よ
う
な

「
耐
え
る
」
暮
ら
し
に
は
向
い
て
い
な
か
っ

た
ら
し
く
、
ま
も
な
く
師
の
も
と
を
離
れ
、

独
自
の
商
売
を
開
始
。
レ
ン
ガ
造
り
の
外
壁

に
化
粧
し
っ
く
い
を
施
す
こ
と
に
よ
り
、
石

造
り
の
よ
う
に
見
せ
、
手
ご
ろ
な
価
格
で
ま

が
い
物
の
立
派
さ
を
演
出
す
る
と
い
う
ア
イ

デ
ィ
ア
の
ビ
ジ
ネ
ス
だ
っ
た
が
、
成
功
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
最
初
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
、

ナ
ッ
シ
ュ
の
見
栄
っ
張
り
の
性
格
が
既
に
表

れ
て
い
た
と
い
え
そ
う
だ
。

　

ほ
ど
な
く
し
て
ナ
ッ
シ
ュ
は
隠
居
暮
ら
し

を
す
る
の
に
十
分
な
金
額
の
遺
産
を
贈
ら
れ
、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
引
退
す
る
。

と
こ
ろ
が
幸
か
不
幸
か
投
資

に
失
敗
。
建
築
家
と
し
て
再

び
働
き
始
め
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
ナ
ッ
シ
ュ

が
、
も
し
遺
産
を
賢
く
運
用

し
、
そ
の
ま
ま
ウ
ェ
ー
ル
ズ

に
引
っ
込
ん
で
い
た
ら
、
今

の
リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
ス
ト

リ
ー
ト
は
な
か
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。

　

１
７
９
２
年
、
40
歳
で

建
築
業
界
に
復
帰
。
ま
も
な

く
ロ
ン
ド
ン
へ
と
戻
っ
て
き

た
ナ
ッ
シ
ュ
を
、
ジ
ョ
ー
ジ

４
世
（
当
時
は
ま
だ
摂
政
皇

太
子
に
も
な
っ
て
い
な
か
っ

た
）
が
な
ぜ
そ
こ
ま
で
重
用

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、

実
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
と
さ
れ
て
い
る
。
一
説
に

よ
る
と
、
ナ
ッ
シ
ュ
と
は
大

き
く
年
の
離
れ
た
若
妻
が
、

ジ
ョ
ー
ジ
の
愛
人
だ
っ
た
と

い
い
、
な
か
な
か
説
得
力
が

あ
る
が
、
真
偽
の
ほ
ど
は
不
明
。
た
だ
、
理

由
は
ど
う
あ
れ
、
ナ
ッ
シ
ュ
が
与
え
ら
れ
た

チ
ャ
ン
ス
を
見
事
に
い
か
し
た
こ
と
は
確
か

だ
ろ
う
。

　

ジ
ョ
ー
ジ
は
摂
政
皇
太
子
に
な
っ
た
１
８

１
１
年
、
ナ
ッ
シ
ュ
を
含
む
３
人
の
建
築
家

に
、「
メ
リ
ル
ボ
ン
・
パ
ー
ク
」
周
辺
の
再
開

発
計
画
案
を
提
出
す
る
よ
う
依
頼
し
た
。
こ

の
「
メ
リ
ル
ボ
ン
・
パ
ー
ク
」
は
、
や
が
て

リ
ー
ジ
ェ
ン
ツ
・
パ
ー
ク
に
名
前
を
変
え
る

こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
厚
い
粘
土
質
に
覆
わ

れ
て
常
に
じ
め
じ
め
し
て
お
り
、
当
時
は
牧

草
な
ど
が
生
え
る
農
地
と
し
て
し
か
使
わ
れ

て
い
な
か
っ
た
。

　

王
室
所
有
の
こ
の
広
い
農
地
と
、
自
分
の

公
邸
で
あ
る
カ
ー
ル
ト
ン
・
ハ
ウ
ス
を
つ
な

ぐ
道
路
の
建
設
を
ジ
ョ
ー
ジ
は
決
断
。
そ
の

半
世
紀
ほ
ど
前
か
ら
、
粗
野
で
田
舎
く
さ
い

イ
メ
ー
ジ
の
強
い
ロ
ン
ド
ン
を
、
ウ
ィ
ー

ン
、
ロ
ー
マ
、
パ
リ
の
よ
う
に
洗
練
さ
れ
た

都
市
に
す
る
た
め
に
も
、
ロ
ン
ド
ン
の
再
開

発
が
必
要
だ
と
い
う
声
が
高
ま
っ
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
議
会
で
も
、
ジ
ョ
ー
ジ
の
野
心

に
つ
い
て
反
対
を
唱
え
る
者
は
賛
成
者
の
数

▲「太陽王」ルイ 14 世（在位 1643
～ 1715 年）。

◀パリ郊外の狩猟場だったヴェルサ
イユには、当初、小館があるだけ
だった。ルイ 14 世はこの地に壮大
な宮殿を建造。大工事は 1661 年か
ら始まり、完成に 20 年を要した。
絵画は 1668 年当時の様子を描いた
もの（ピエール・パテル作）。

ジョージ４世。この肖像画ではうまく隠し
てあるが、美食家としても知られた同王
は、超肥満体だったという。(Reproduced 
by courtesy of the National Portrait Gallery)

ウ
ォ
ー
タ
ー
ル
ー
・
プ
レ
イ
ス
か
ら
の
眺
め
。

ジ
ョ
ー
ジ
４
世
の
邸
宅
、
カ
ー
ル
ト
ン
・
ハ
ウ
ス

が
こ
こ
に
面
し
て
建
っ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
ロ
ウ

ア
ー
・
リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
ス
ト
リ
ー
ト
が
、
正

面
の
「
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
フ
ァ
イ
ヤ
ー
・
オ
フ
ィ
ス

（County Fire O
ffi

ce

）」
に
向
か
っ
て
伸
び
る
。

も、美貌で知られた同夫人
（既婚者）は、離婚が許され

ないカトリック教徒だった
ため、この婚姻は違法だっ
た。後に有力貴族の娘と政
略結婚させられ、一人娘を
もうけたが、すぐに別居し
たジョージは、この不誠実
さでも国民の不評をかうこ
とになる。

■しかし、国民に嫌われることを恐れるような皇太子では
なく、お気に入りの建築家、ジョン・ナッシュを呼び、こ
こに別荘を建てさせることにした。その結果、できあがっ
たのが、外観はインド様式、中は東洋趣味で豪華絢爛と
いうロイヤル・パビリオンだ。好き嫌いは別として、イ
ンパクトの強い建物であることは確か。一見に値する！

オリエンタル色タップリの「ミュージック・ルーム」。
©Royal Pavilion, Libraries and Museums, Brighton & Hove

■英国の名優、ナイジェル・ホーソーン主演の映画『英
国 万 歳！ (The Madness of King George)』(1994) で、 狂
気の王として描かれていたのがジョージ３世で、二枚目

俳優ルパート・エヴェレットが演じていたダメ息子が後
のジョージ４世だ。

■生真面目な父王ジョージ３世の、息の詰まるような宮
廷から皇太子ジョージがブライトンに初めて逃がれてき
たのは、1783 年のこと。芝居好き、ギャンブル好きと
いうおじのカンバーランド公爵に連れられてきたジョー
ジは、当時、リゾート地として人気を博すようになって
いたブライトンを大いに気に入った。首筋の腺病に海水
が効くと医者にいわれたこともあり、ジョージはブライ
トンで堂々と湯治（水治）生活を楽しむことができたの
だった。

■その３年後、カールトン・ハウスの改築で大きな借金
を抱えたジョージは、ブライトンでしばらく隠遁生活
を強いられる。ここで、最愛の女性であるフィッツハー
バート夫人 (Mrs Maria Fitzherbert) とひそかに結婚する

© Qmin

ジョージ４世の別荘

ブライトンのロイヤル・パビリオンロイヤル・パビリオン

英国にいることを忘れそう! ?
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を
下
回
っ
た
。

　

も
っ
と
も
独
創
的
、
か

つ
収
益
性
が
高
い
と
し
て

ジ
ョ
ン
・
ナ
ッ
シ
ュ
の
案
が

採
用
さ
れ
、
１
８
１
３
年

に
「
ニ
ュ
ー
・
ス
ト
リ
ー
ト
」

法
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
の

「
ニ
ュ
ー
・
ス
ト
リ
ー
ト
」
こ

そ
、
後
の
リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
ス

ト
リ
ー
ト
で
あ
る
。
通
り
沿
い
の
建
物
か
ら
の
家
賃
収
入
に
大

幅
ア
ッ
プ
が
見
込
め
る
こ
と
か
ら
、
王
室
に
と
っ
て
は
一
石
二

鳥
と
も
い
え
る
案
が
実
現
に
向
け
て
動
き
だ
し
た
。

浪
費
王
と
は
っ
た
り
建
築
家
の
夢

　

う
ぬ
ぼ
れ
屋
、
派
手
好
み
な
ど
、
ジ
ョ
ン
・
ナ
ッ
シ
ュ
に
つ

い
て
の
人
々
の
評
価
は
必
ず
し
も
好
意
的
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
と
い
う
が
、
ジ
ョ
ー
ジ
4
世
の
完
全
な
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の

も
と
、
ナ
ッ
シ
ュ
は
自
分
の
図
面
を
も
と
に
実
際
の
形
に
す
る

作
業
に
と
り
か
か
っ
た
。
カ
ー
ル
ト
ン
・
ハ
ウ
ス
（
現
ウ
ォ
ー

タ
ー
ル
ー
・
プ
レ
イ
ス
）
か
ら
ロ
ウ
ア
ー
・

リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
ス
ト
リ
ー
ト
を
あ
が
り
ピ
カ
デ

リ
ー
・
サ
ー
カ
ス
へ
。
こ
の
す
ぐ
北
で
湾
曲
す

る
リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
ス
ト
リ
ー
ト
か
ら
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
・
サ
ー
カ
ス
を
経
て
、
や
や
広
め
の

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
プ
レ
イ
ス
を
通
り
、
パ
ー
ク
・

ク
レ
セ
ン
ト
、
さ
ら
に
は
リ
ー
ジ
ェ
ン
ツ
・
パ
ー

ク
に
至
る
と
い
う
大
通
り
の
建
設
作
業
が
始
ま
っ

た
。

　

し
か
し
ナ
ッ
シ
ュ
の
案
は
、
建
設
に
と
も
な
っ

て
次
々
と
修
正
さ
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
大
通
り

沿
い
に
ナ
ッ
シ
ュ
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
タ
ウ
ン
ハ
ウ

ス
の
人
気
も
芳
し
く
な
か
っ
た
。
ナ
ッ
シ
ュ
お
得

意
の
化
粧
し
っ
く
い
を
施
し
て
石
造
り
の
よ
う
に

見
せ
た
建
物
は
安
っ
ぽ
く
見
え
、
増
改
築
を
む
り

や
り
繰
り
返
し
た
建
物
は
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
美

し
い
と
は
い
え
な
か
っ
た
の
だ
。
加
え
て
、
細

か
い
部
屋
に
分
か
れ
た
古
臭
い
造
り
の
建
物
は

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
商
品
を
展
開
し
よ
う
と
す

る
小
売
業
者
た
ち
の
間
で
は
不
評
で
、
そ
の
後
、

多
く
の
建
物
が
建
て
替
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
大
通
り
沿
い
の
建
物
を
す
べ
て
ナ
ッ
シ
ュ
が
デ
ザ

イ
ン
し
た
訳
で
は
な
く
、
当
時
の
建
築
業
界
の
大
物
た
ち
複
数

が
デ
ザ
イ
ン
に
携
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
る
の
も

ナ
ッ
シ
ュ
の
仕
事
だ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ナ
ッ
シ
ュ
は

合
格
し
た
と
い
え
、
ま
と
め
役
と
し
て
の
任
を
果
た
し
、
南
北

に
走
る
こ
の
大
通
り
沿
い
の
建
物
に
あ
る
種
の
統
一
感
を
持
た

せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

ロ
ン
ド
ン
を
華
麗
に
変
え
た
、
税
金
の
ム
ダ
遣
い

　

リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
い
え
る
の

は
、
ピ
カ
デ
リ
ー
・
サ
ー
カ
ス
の
す
ぐ
北
に
あ
る
「
ク
ワ
ド
ラ

ン
ト(Q

uadrant)

」
と
呼
ば
れ
る
湾
曲
部
分
。
こ
の
デ
ザ
イ
ン

は
ナ
ッ
シ
ュ
の
原
案
に
忠
実
に
従
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

ナ
ッ
シ
ュ
が
国
王
に
取
り
入
っ
て
こ
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

任
さ
れ
た
と
い
う
の
が
事
実
と
し
て
も
、
実
力
が
な
け
れ
ば
や

り
遂
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
点
を
証
明
す
る
に
足

る
、
華
麗
さ
を
た
た
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
ス
ト
リ
ー
ト
が
ロ
ン
ド
ン
に
お
け

る
目
抜
き
通
り
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
べ
き
は
、
観
光
都
市
と
し

て
の
ロ
ン
ド
ン
に
大
き
な
付
加
価
値
を
与
え
た
事
実
に
つ
い
て

だ
ろ
う
。

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
通
り
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
圧
倒
的
な
エ
レ

ガ
ン
ト
さ
を
も
っ
て
、
そ
れ
自
体
が
観
光
名
所
と
な
っ
て
い
る

リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
ス
ト
リ
ー
ト
＝
写
真
左
＝
は
、
紛
れ
も
な
く

英
国
の
財
産
と
い
え
る
。

　

リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
ス
ト
リ
ー
ト
建
設
に
は
多
額
の
税
金
が
使

わ
れ
、
非
難
の
的
に
な
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
後
世
に
な
っ

て
ふ
り
か
え
れ
ば
、
観
光
収

入
と
し
て
国
民
に
還
元
さ
れ

て
い
る
。
税
金
に
よ
っ
て
国

宝
が
造
ら
れ
た
と
も
考
え
ら

れ
る
。
そ
し
て
、
ジ
ョ
ー
ジ

４
世
と
ジ
ョ
ン
・
ナ
ッ
シ
ュ

と
い
う
「
黄
金
コ
ン
ビ
」
の

存
在
な
く
し
て
は
、
そ
れ
は

可
能
と
は
な
り
え
な
か
っ

た
。

　

当
時
は
悪
評
も
多
く
聞
か

れ
た
こ
の
黄
金
コ
ン
ビ
の
作

品
群
を
、
次
号
で
ご
紹
介
す

る
が
、
そ
の
数
の
多
さ
に
驚

か
れ
る
読
者
も
少
な
く
な
い

だ
ろ
う
。
ジ
ョ
ン
・
ナ
ッ

シ
ュ
と
ジ
ョ
ー
ジ
４
世
の

姿
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら

探
索
さ
れ
る
こ
と
を
お
薦

め
し
た
い
。 （
後
編
に
続
く
）

５年の歳月をかけて 1832 年に完
成した、カールトン・ハウス・
テラス（Carlton House Terrace）。
名首相のひとりといわれる、グ
ラ ッ ド ス ト ー ン（William E 
Gladstone） は 1856 年 に は こ の
４ 番 地 に、1857 年 か ら 75 年 に
かけては 11 番地に住んだ。


